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チ
ー
ム
い
ち
か
わ

丸〔
総
括
質
問
者
〕

金
ゆ
き
こ

野
口
じ
ゅ
ん

冨〔
補
足
質
問
者
〕

家
　
　
薫

整
備
地
周
辺
地
域
に
つ
い
て
商

業
利
用
と
い
う
目
的
で
合
意
形

成
さ
れ
て
い
た
も
の
と
理
解
し

て
い
る
が
、
新
た
に
設
置
す
る

プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
そ
の
目

的
と
合
致
し
た
も
の
に
な
る
か
。

答　
市
有
地
を
含
む
当
該
区
域

の
土
地
区
画
整
理
事
業
を
実
施

す
る
際
、
市
と
関
係
権
利
者
で

市
川
塩
浜
第
１
期
土
地
区
画
整

理
事
業
地
権
者
会
を
組
織
し
、

こ
の
地
権
者
会
に
お
い
て
、
他

の
地
権
者
と
競
合
し
な
い
よ
う

に
業
態
に
つ
い
て
配
慮
す
る
こ

と
を
相
互
に
確
認
し
て
い
た
。

本
地
権
者
会
は
事
業
の
終
了
に

合
わ
せ
て
既
に
解
散
し
て
い
る

も
の
の
、
市
は
必
要
に
応
じ
て
、

適
宜
、
関
係
者
と
情
報
共
有
を

図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

富
美
浜
小
学
校
の
３
校
に
設
置

し
て
い
る
。
電
子
錠
は
防
犯
に

有
効
と
考
え
て
お
り
、
令
和
６

年
度
は
冨
貴
島
小
学
校
に
設
置

を
予
定
し
て
い
る
。
そ
の
設
置

の
時
期
に
つ
い
て
は
、
生
徒
が

長
期
休
業
と
な
る
夏
休
み
を
利

用
す
る
予
定
で
あ
る
。
費
用
に

つ
い
て
は
、
電
子
錠
設
置
と
合

わ
せ
て
、
門
の
修
繕
も
行
う
予

定
で
あ
り
、
概
算
で
１
２
０
０

万
円
程
度
を
見
込
ん
で
い
る
。

そ
の
他
の
学
校
に
つ
い
て
も
、

学
校
防
犯
対
策
検
討
会
に
お
い

て
、
設
置
計
画
を
作
成
し
て
い

く
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
設
置

の
優
先
順
位
の
つ
け
方
に
つ
い

て
は
、
事
務
室
か
ら
主
要
な
門

が
目
視
で
き
な
い
場
合
や
、
繁

華
街
や
商
店
街
が
近
く
、
人
通

り
が
多
い
場
合
な
ど
学
校
の
状

況
を
考
慮
し
て
決
め
て
い
る
。

問　
現
在
策
定
中
の
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
以
下
「
プ

ラ
ン
」
と
い
う
。）
の
中
に
用

途
地
域
と
い
う
も
の
が
あ
る
が
、

商
業
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た

め
に
は
、
用
途
地
域
を
見
直
す

必
要
性
が
あ
る
と
考
え
る
。
用

途
地
域
の
変
更
の
考
え
方
に
つ

い
て
、
市
の
見
解
を
問
う
。

答　
現
行
の
プ
ラ
ン
で
は
、
市

街
地
再
開
発
事
業
に
合
わ
せ
、

商
業
地
域
な
ど
の
用
途
地
域
の

変
更
を
行
っ
て
い
る
。
都
市
は

社
会
状
況
の
変
化
の
中
で
変
わ

る
も
の
で
あ
る
以
上
、
目
指
す

べ
き
都
市
像
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
プ
ラ
ン
を
適
時
適
切
に

見
直
す
必
要
が
あ
る
。
一
方
で

目
指
す
べ
き
都
市
像
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
相
当
程
度
長
期

間
を
要
す
る
た
め
、
プ
ラ
ン
に

は
一
定
の
継
続
性
、
安
定
性
も

要
請
さ
れ
、
状
況
の
変
化
や
、

今
後
の
見
通
し
に
照
ら
し
て
検

問　
令
和
５
年
５
月
か
ら
９
月

に
か
け
て
行
わ
れ
た
デ
ジ
タ
ル

地
域
通
貨
の
実
証
実
験
で
は
、

市
民
１
万
５
千
人
、
加
盟
店
２

１
２
店
舗
が
参
加
し
、
約
４
億

円
相
当
の
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
が
利

用
さ
れ
た
。
本
事
業
費
を
上
回

る
経
済
効
果
が
出
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
る
が
、
当
該
経
済
効

果
の
内
容
に
つ
い
て
問
う
。

答　
市
外
か
ら
市
内
へ
消
費
を

呼
び
戻
し
た
額
に
つ
い
て
は
約

１
億
３
千
万
円
、
消
費
喚
起
額

に
つ
い
て
は
約
１
億
２
千
万
円
、

消
費
喚
起
額
に
起
因
す
る
原
材

料
の
生
産
誘
発
額
や
雇
用
者
の

所
得
誘
発
額
な
ど
を
合
計
し
た

経
済
的
波
及
効
果
は
約
６
千
万

円
で
あ
っ
た
。
実
証
実
験
の
検

証
の
結
果
、
そ
の
期
間
中
に
市

内
に
及
ぼ
し
た
経
済
効
果
は
総

額
で
約
３
億
１
千
万
円
に
な
り
、

令
和
５
年
度
に
本
市
が
実
質
負

担
し
た
事
業
費
約
１
億
７
千
万

円
を
上
回
る
結
果
と
な
っ
た
。

問　
最
近
、
学
校
へ
の
侵
入
事

例
が
幾
つ
か
起
こ
っ
て
い
る
が
、

現
在
の
校
門
の
電
子
錠
の
整
備

状
況
に
つ
い
て
問
う
。
ま
た
、

今
後
、
各
校
に
電
子
錠
の
設
置

を
予
定
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ

が
、
電
子
錠
の
設
置
の
時
期
、

予
算
、
設
置
の
優
先
順
位
の
つ

け
方
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　
校
門
の
電
子
錠
は
、
現
在
、

中
山
小
学
校
、
大
和
田
小
学
校
、

討
す
る
必
要
も
あ
る
。
プ
ラ
ン

の
改
定
に
当
た
っ
て
は
、
新
た

な
道
路
の
整
備
を
契
機
と
し
た

沿
道
利
用
や
、
公
民
連
携
に
よ

る
都
市
拠
点
等
の
に
ぎ
わ
い
創

出
な
ど
を
踏
ま
え
、
地
域
の
将

来
像
に
応
じ
た
用
途
地
域
の
変

更
が
随
時
行
え
る
よ
う
、
ま
ち

づ
く
り
の
方
針
を
示
し
た
い
。

市
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
本
市
で
地
域
新
電
力
会
社

を
設
立
す
る
場
合
は
、
安
定
的

な
電
源
と
し
て
期
待
さ
れ
る
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
廃
棄
物
発

電
に
よ
る
余
剰
電
力
の
活
用
が

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
事
業
の

運
営
に
つ
い
て
は
、
余
剰
電
力

の
活
用
に
よ
っ
て
、
電
力
市
場

の
価
格
高
騰
な
ど
に
よ
る
影
響

を
受
け
に
く
く
す
る
ほ
か
、
電

力
の
売
買
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ

小
売
電
気
事
業
者
や
資
金
調
達

な
ど
に
実
績
の
あ
る
金
融
機
関

を
共
同
事
業
者
と
す
る
こ
と
で
、

よ
り
安
定
的
な
経
営
が
可
能
と

考
え
る
。
事
業
開
始
当
初
に
つ

い
て
は
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
余
剰
電
力
を
買
い
取
り
、
市

の
公
共
施
設
へ
供
給
す
る
こ
と

こ
と
で
あ
る
。
本
事
業
は
絶
対

に
止
め
ら
れ
な
い
事
業
で
、
慎

重
に
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

同
セ
ン
タ
ー
の
事
業
費
の
積
算

根
拠
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　
同
セ
ン
タ
ー
の
事
業
費
の

内
訳
と
し
て
は
、
設
計
及
び
工

事
費
で
約
５
０
０
億
円
、
運
営

費
20
年
間
分
で
約
２
５
０
億
円
、

合
わ
せ
て
約
７
５
０
億
円
を
計

上
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
設

計
及
び
工
事
費
に
つ
い
て
は
、

本
体
工
事
に
約
４
９
１
億
円
、

高
規
格
堤
防
工
事
に
約
５
億
円
、

継
続
使
用
す
る
管
理
棟
の
改
修

工
事
に
約
４
億
円
を
見
込
ん
で

い
る
。
な
お
、
本
体
工
事
の
算

出
根
拠
に
つ
い
て
は
、
環
境
省

が
推
奨
す
る
算
定
方
法
を
参
考

に
し
て
算
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

か
ら
始
め
、
将
来
的
に
は
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価

格
買
取
制
度
終
了
後
の
市
民
や

市
内
事
業
者
の
太
陽
光
発
電
に

よ
る
余
剰
電
力
な
ど
も
買
い
取

り
、
市
民
や
市
内
事
業
者
へ
供

給
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

問　
令
和
６
年
２
月
定
例
会
に

お
い
て
、
新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
の
整
備
事
業
に
つ
い
て
の
予

算
案
が
計
上
さ
れ
た
。
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

６
年
度
に
事
業
者
選
定
を
行
い
、

設
計
及
び
建
設
工
事
は
７
年
７

月
か
ら
12
年
12
月
ま
で
の
５
年

６
カ
月
を
想
定
し
て
い
る
と
の

問　
本
市
で
は
令
和
７
年
２
月

に
地
域
新
電
力
会
社
の
設
立
を

目
指
し
、
設
立
ま
で
に
共
同
事

業
者
の
選
定
な
ど
の
準
備
を
行

っ
て
い
く
と
の
こ
と
だ
が
、
設

立
を
目
指
す
地
域
新
電
力
会
社

の
安
定
的
な
経
営
に
つ
い
て
、

問　
現
在
、
本
市
に
お
け
る
こ

ど
も
食
堂
は
、
市
全
体
で
20
拠

点
以
上
あ
る
が
、
南
部
地
域
に

は
２
拠
点
し
か
な
く
、
南
部
の

こ
ど
も
食
堂
を
増
や
す
た
め
に

は
、
ぴ
あ
ぱ
ー
く
妙
典
に
令
和

６
年
度
に
開
設
予
定
の
こ
ど
も

施
設
を
活
用
し
た
こ
ど
も
食
堂

の
開
催
を
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。
例
え
ば
、
こ
ど
も
施

設
に
お
い
て
、
北
部
で
運
営
し

て
い
る
団
体
と
連
携
し
な
が
ら

開
催
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答　
こ
ど
も
食
堂
を
増
や
す
た

め
に
は
、
場
所
の
確
保
や
担
い

手
の
育
成
が
課
題
で
あ
り
、
こ

ど
も
食
堂
が
開
催
で
き
る
ぴ
あ

ぱ
ー
く
妙
典
こ
ど
も
施
設
は
、

南
部
地
域
に
お
け
る
有
力
な
開

催
場
所
と
な
る
。
例
え
ば
、
北

部
や
中
部
で
こ
ど
も
食
堂
を
行

う
団
体
と
連
携
し
、
出
張
開
催

を
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
こ

ど
も
の
支
援
に
興
味
の
あ
る
人

が
訪
れ
、
活
動
に
直
接
触
れ
る

こ
と
で
意
欲
が
高
ま
り
、
こ
ど

も
食
堂
へ
の
参
加
に
つ
な
が
る

な
ど
、
こ
ど
も
食
堂
を
新
た
に

立
ち
上
げ
る
き
っ
か
け
に
で
き

る
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、

施
設
の
集
客
力
な
ど
を
活
用
し

な
が
ら
、
現
在
活
動
し
て
い
る

団
体
と
連
携
し
、
南
部
地
域
で

の
担
い
手
の
育
成
や
、
活
動
機

運
の
醸
成
に
努
め
て
い
く
。

Ｊ
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市
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こ
ど
も
施
設

新
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
建
設

問　
民
間
事
業
者
か
ら
新
た
な

事
業
提
案
等
を
聞
き
取
る
サ
ウ

ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
の
結
果
を
踏

ま
え
、
Ｊ
Ｒ
市
川
塩
浜
駅
前
の

（
仮
称
）
塩
浜
マ
リ
ン
パ
ー
ク

の
整
備
地
に
現
市
民
プ
ー
ル
の

レ
ジ
ャ
ー
機
能
の
導
入
を
検
討

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

本
整
備
地
に
隣
接
し
て
い
る
民

間
企
業
２
社
と
市
と
の
間
で
は
、

創

生

市

川

小
泉
　
文
人

ほ
と
だ
ゆ
う
な

国
松
ひ
ろ
き

大〔
総
括
質
問
者
〕

久
保
た
か
し

石
原
た
か
ゆ
き

稲
葉
　
健
二

加
藤
　
武
央

岩
井
　
清
郎

北方町にある現在の市民プール

令和６年度開設予定のぴあぱーく妙典こども施設


